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創立80周年によせて

光洋精工株式会社が創立80周年を迎えられたこ

とを心よりお慶び申し上げる．ステアリング技術

を中心に光洋精工株式会社の技術力に注目してき

た一研究者として，これまでの技術開発に対して

敬意を表するとともに，今後への期待を込めて，

日頃思うことを述べてみたい．

1．高度情報化社会

21世紀は高度情報化社会となる．農業革命，産

業革命の次に，人類は情報革命を経験することに

なる．その結果，産業，経済，社会，文化に大き

な変革が起きる．情報革命は，現在のところ，電

子商取引（ＥＣ），企業経営の改革，ＣＡＬＳなど

で具現化されており，情報技術（ＩＴ）の発達が駆

動力となっている．

ＩＴには，コンピュータ，インターネット，モ

バイル技術が挙げられる．コンピュータは目覚し

く進歩してきた．大型コンピュータは，パソコン，

ワークステーションに置き換わり，ミニコンは，

マイコンに置き換わった．さらに高速演算を可能

とする専用ＩＣであるＤＳＰ（ディジタルシグナ

ルプロセッサ）や，ソフトウェアにより瞬時に論

理回路の書き換えが可能なＩＣであるＦＰＧＡ

（フィールドプログラマブルゲートアレイ）などが

手軽に使えるようになってきた．将来は，量子効

果を用いた量子コンピュータやＤＮＡの働きを用

いたＤＮＡコンピュータが使われるであろう．イ

ンターネットは，コンピュータ間のネットワーク

であり，時間と空間の壁を取り除いた．さらにモ

バイル化により，いつでもどこでも情報のやり取

りが可能となった．これらのＩＴの進歩を見ると，

情報革命はさらに加速することが予想される．

2．物つくりにおけるＩＴ

ＩＴは，従来型の製造業で最も役立つ．需要動

向，取引先企業などの情報の入手が容易となり，

企業内外で共有できる．また，受発注，決済，設

計，試作の短縮化，同時化，効率化が可能となる．

もっとも，コンピュータをうまく使えこなせない

とペーパレスを実現するためデータ入力などに無

駄な時間と経費を割くことになる．

今後，製品や工場，オフィスにおけるネットワ

ーク化は急速に進んでゆく．筆者は，必要なこと

は情報端末である個別のシステムの自律化である

と考える．自律分散化し，それぞれの特徴を有す

る個別システムがネットワークで結ばれて全体シ

ステムを作る必要がある．

3．パワーステアリングのＩＴ化

パワーステアリングで考えてみよう．現在，パ

ワーステアリングは油圧から電動に変わろうとし

ている．それにより操作性を増したステアリング

は，自動車内のセンサやアクチュエータが作るネ

ットワークのなかで，安全性，快適性を守る極め

て重要な要素となる．自動車は，さらに車外のネ

ットワークに組み込まれ，移動する情報端末とし

て機能する．このとき，すべての情報をドライバ

に集約することは不可能となり，色々なレベルに

おけるステアリングの自律化が必要となる．自律

化を人間の判断に近いところまで進めることによ

り，人間の腕力のアシストであるパワーステアリ

ングを人間の頭脳のアシストであるインテリジェ

ントステアリングにすることができると考える．

4．自動車における電気・電子・情報通
信技術

これからの自動車は電気技術がますます重要に

なる．そこで，電気学会では４月より筆者が委員

長となり自動車技術委員会をたち上げた．自動車

において需要が急増しているパワーエレクトロニ

クス，アクチュエータドライブ，モーションコン

トロール，センサ，パターン認識，ネットワーク

技術などを研究する委員会である．自動車メーカ，

部品メーカ，ならびに大学の技術者が同じ土俵の

上で日本の自動車技術について議論してゆく．

機械技術と電気技術の両方を有している光洋精

工株式会社のご発展を心よりお祈り申し上げる．
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